
 

 

 

 
                

 
               

  
まだまだ続く酷暑のもと気候危機・自治体議員の会 
として市役所第２庁舎の前で PR 活動（9 月 20 日） 

 

２０２４年度 第３回定例会 報告号 vol．１１５ 
〇第 3 回定例会 閉会：7 年振りの決算認定！（承認 14：不承認 8） 
〇はたして来年度は新しい市民まつりは開催されるのか？村山ひでき起草の決議文 
〇新庁舎建設事業：市内事業者の活用と中小企業者等の受注機会の確保（9 月 19 日） 
〇小金井イベント情報：大人のための薬物乱用防止教室（10 月 27 日） 

    
２０２４年１０月１０日 

第 3 回定例会の最終日となる 10 月 8 日、市議会は令和 5 年

度一般会計歳入歳出決算を承認 14、不承認 8 で認定しました。 

決算審査は 7 年振りの認定となったものの、東京都施行の優

先整備 2 路線の検証や新しい市民まつり構築について十分な

説明責任が果たされていない状況が浮き彫りとなっています。 

特に今年 10 月は中止となり来年度は再開すべく新しいまつり

のカタチを検討中である市民まつりの具体像が示されない状況を

憂い、村山ひできは市民まつりに関する決議文を起草し、他会

派の協力もいただき、１会派を除く賛成多数で可決させました。

詳細は下記の決議全文をご高覧ください。 

新たな市民まつりの再構築に向け丁寧な対応を求める決議 
 

昨年１０月に小金井公園で開催された「第５１回小金井なかよし市民まつり」は、コロナ禍後４年ぶりの開催と
なった。物価高騰の中での実施となったが、長年、事務局を担っていた小金井市商工会から、次年度以降の事
務局を辞退したい旨の申出がされた。今年１月中旬に「２０２４（令和６）年度は、なかよし市民まつりを休止し、
市民と市が協働でつくる新しい交流の場としてのまつりの在り方を検討する」と小金井市は表明した。この間、
小金井市は、検討する会議体であるキックオフミーティングをこれまで合計 3 回開催したこと、キックオフミーテ
ィングの構成メンバーは、これまでの市民まつりの部門代表のみであることを説明し、また、本定例会において
「市では２０２５（令和７）年度の開催を目指し、当初予算要求を行う予定に変わりはありません」と答弁した。新
たな市民まつりを再構築するならば、推進体制にも課題があると言わざるを得ない。また、開催にあたっての具
体像は示されておらず、明確な算出根拠を伴った予算を要求するに至ってないことは明白である。 

何よりも、長い間、小金井公園での市民まつりに参加していた出展団体等には詳しい説明がなく再開を待っ
ている状況にある。市が進めている検討状況、そこに至った経過に関する説明がなされないまま、新たな市民
まつりに向けての歩みが進められている。事態を打開し、できるだけ早く情報の共有を図ることが急務である。 

よって、小金井市議会は、市長に対し、再開を心待ちにしている市民に対する説明責任を果たすため、以下
の事項を求めるものである。 
 
1. 新たな市民まつりの再構築のために、正確な現在の状況が伝わっていない旧市民まつり一般部門の出展

団体等に対し、説明会を開催し現状報告するとともに今後の在り方や検討方法について意見を聴くこと。 
 
2. 今後の市民まつりの在り方を検討するための会議体の設置を具体化すること。会議体の参加対象を拡充

し、広く様々な団体や市民を集めることで、市民まつりとしてふさわしい理念が示され、共通認識となるよう
に努めること。 

 
3. 市民まつりの本格的な再開までのつなぎ事業の方針と、今後の在り方の二つの方向性について、本年度

中には議会に示すこと。 
 

以上、決議する。 



 

 

           
 今月 10 月には実施設計（施工者が実際に工事を進めることができるよう詳細部分まで仕様を決める段階）が

完了し、いよいよ施工者選考委員会が開催され、新庁舎建設に係る施工者選考基準などが審議されます。 

（入札公告＝2025 年 1 月、着工＝2025 年 7 月、竣工＝2027 年 11 月、オープン＝2028 年 4 月の予定）。 

 9 月 19 日の庁舎建設等及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会（委員長：村山ひでき）に、「新庁舎・

（仮称）新福祉会館建設工事の発注に係る方針（案）」が提出され、入札方式は地域貢献に係る評価項目を設定

する総合評価方式とし、発注方式は受注者が 1 者となることで日々の調整、即時の対応が可能で責任の所在

が明確である工種一括方式（建築、機械、電気を一括）を採用する、と示されました。 

 新庁舎建設事業は、これまで小金井市が経験したことのない最大規模の工事であり、地元の事業者にとっても

地域経済の活性化につながるような施策が求めらえています。 

 
※小金井市ホームページより 

 

 
                                                                                   
  村山ひできプロフィール          ≪主な地域活動≫ 

●1971 年 新潟県南魚沼郡湯沢町生まれ   小金井阿波おどり振興協議会 専務理事 
●1990 年 新潟県立長岡高等学校 卒業   小金井薪能 理事・警備委員長 
●1995 年 明治大学政治経済学部 卒業   小金井市献血推進協議会 事務局長 
～衆議院議員（岩國哲人・城島正光）秘書   小金井市商工会参与会 事務局長 
●2005 年 小金井市議会議員選挙に初当選       子ども達を薬害から守る実行委員会 事務局 
●2013 年 落選              名勝 小金井桜の会 会員 
～㈱ジェイコム東京に入社           明治大学校友会小金井地域支部 幹事 
●2016 年 復帰を決意し㈱ジェイコムを退職 小金井青年会議所シニアクラブ 会員 
●2017 年 再び小金井市議会へ          はけの自然を大切にする会 会員 

民進党の解党とともに無所属に  東京小金井ロータリークラブ 会員 

 ●2021 年 再選し現在 4 期目           小金井明るい社会づくりの会 常任理事 

 

村山ひでき事務所 
〒１８４－０００４ 
小金井市本町 6‐13‐17 
ｻﾝﾗｲｽﾞ武蔵小金井 702 
TEL  042-386-5543 
FAX  042-386-5560 
携帯  090-3428-2715 
 
E メール 
hideki@murayama.tv 
WEB サイト 
http://www.murayama.tv 
Twitter 
@Murayama_Hideki 
Facebook 
https://www.facebook.co
m/hideki.murayama.52 

日時：２０２４年１０月２７日(日) 
14:00 開始（16：00 終了予定） 

会場：小金井市立 第一小学校 体育館 

講師：吉田進氏(東京都薬物乱用防止小金井地区推進協議会役員) 

大熊雅士 教育長(小金井市教育委員会) 
 

「小金井はまだ安全、大丈夫」－そんな風に思っていませんか？ 

小金井市の小中学校では学習指導要領に則り、しっかりと薬物乱用 

防止の教育が行われています。いま中学校で行われている授業を聞 

いてみませんか？「薬物」はすぐそこまで来ています。 
 


